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１　
法
人
保
証
と
個
人
保
証

金
融
機
関
に
お
い
て
融
資
に
か
か

る
保
証
契
約
（
実
務
的
に
は
保
証
書

を
差
し
入
れ
）
は
、
大
き
く
分
け
て

以
下
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
法
人
保
証
：
企
業
等
の
法
人
が
関

連
会
社
・
取
引
先
・
個
人
の
債
務
保

証
を
行
う

②
個
人
保
証
：
個
人
が
個
人
の
借
入

や
企
業
の
借
入
に
対
し
保
証
を
行
う

③
機
関
保
証
：
信
用
保
証
協
会
な
ど

が
保
証
を
行
う

法
人
保
証
は
、
取
引
先
へ
の
融
資

を
行
う
に
あ
た
り
親
会
社
に
保
証
を

入
れ
て
も
ら
う
ケ
ー
ス
な
ど
で
す
。

個
人
保
証
は
、
そ
の
多
く
が
、
経

営
者
が
自
ら
経
営
す
る
企
業
の
借
入

に
保
証
を
差
し
入
れ
る
「
経
営
者
保

証
」
で
す
。
そ
れ
以
外
に
は
、
住
宅

ロ
ー
ン
で
配
偶
者
が
連
帯
保
証
人
と

な
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

金
融
機
関
が 

保
証
を
求
め
る
目
的
と
は
？

２　
保
証
を
徴
求
す
る
目
的

で
は
金
融
機
関
が
保
証
を
求
め
る

目
的
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
例
え

ば
、
法
人
保
証
に
お
い
て
親
会
社
へ

保
証
を
求
め
る
の
は
、「
子
会
社
に

対
す
る
融
資
を
親
会
社
の
信
用
で
行

う
」
た
め
だ
と
言
え
ま
す
。
そ
の
場

合
、
金
融
機
関
は
子
会
社
へ
の
融
資

を
親
会
社
向
け
と
み
な
し
て
審
査
を

行
い
ま
す
。

で
は
個
人
保
証
で
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
個
人
が
個
人
の
借
入
に
対
し
て

保
証
を
求
め
る
目
的
と
し
て
、
一
般

的
に
は
、
連
帯
保
証
人
を
入
れ
る
こ

と
で
債
権
回
収
の
手
間
を
省
く
と
と

も
に
、
確
実
に
回
収
す
る
た
め
と
考

え
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
銀
行
や
信
用
金
庫
等
の
金
融
機

関
が
そ
の
よ
う
な
目
的
で
ま
っ
た
く

の
第
三
者
か
ら
個
人
保
証
を
と
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
住
宅
ロ
ー
ン
に
お
い
て

配
偶
者
が
連
帯
保
証
人
と
な
る
場
合

は
、
配
偶
者
の
収
入
も
合
算
し
て
借

入
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
目
的
で
あ

り
、
ロ
ー
ン
の
商
品
性
に
伴
う
も
の

で
す
。

一
方
、「
経
営
者
保
証
」
を
求
め

る
目
的
は
何
か
。「
新
社
長
に
経
営

者
と
し
て
の
覚
悟
を
求
め
経
営
責
任

を
負
っ
て
い
た
だ
く
」「
オ
ー
ナ
ー

企
業
で
は
会
社
と
経
営
者
の
資
金
や

資
産
が
分
離
さ
れ
な
い
」
と
い
っ
た

説
明
も
耳
に
し
ま
す
が
、
前
述
し
た

親
会
社
に
よ
る
保
証
の
よ
う
な
信
用

補
完
効
果
や
、
住
宅
ロ
ー
ン
に
お
け

る
配
偶
者
保
証
の
よ
う
な
返
済
能
力

補
完
効
果
の
よ
う
に
、
審
査
上
の
目

的
が
必
ず
し
も
明
確
に
な
っ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
し
ょ

う
。

１　
保
証
契
約
の
成
立
要
件

保
証
と
は
、
債
務
者
が
債
務
を
履

行
し
な
い
場
合
に
、
保
証
人
が
主
た

る
債
務
者
に
代
わ
っ
て
履
行
す
る
こ

と
を
約
束
す
る
契
約
で
す
。
こ
の
保

証
契
約
は
、
保
証
人
と
債
権
者
の
二

者
間
の
契
約
に
よ
っ
て
成
立
し
、
書

面
で
行
う
必
要
が
あ
る
「
要
式
契

約
」
で
す
。

ま
た
２
０
２
０
年
４
月
施
行
の
改

正
民
法
で
、
事
業
用
借
入
金
等
の
個

人
保
証
契
約
は
「
公
証
人
に
よ
る
保

証
意
思
宣
明
公
正
証
書
」
の
作
成
が

効
力
要
件
と
な
り
ま
し
た
。
個
人
保

証
人
の
保
護
が
目
的
で
す
が
、
経
営

者
保
証
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
証
債
務
と
通
常
債
務
は 

何
が
違
う
？

２　
主
た
る
債
務
と
の
関
係

保
証
の
債
務
が
通
常
の
債
務
と
異

な
る
点
と
し
て
は
、
法
律
学
の
用
語

で
以
下
の
3
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
付
従
性
：
主
た
る
債
務
が
存
在
し

な
い
場
合
に
は
保
証
債
務
は
成
立
せ

ず
、
弁
済
等
に
よ
り
主
た
る
債
務
が

消
滅
す
れ
ば
保
証
債
務
も
当
然
に
消

滅
す
る
と
い
う
性
質
で
す
。

②
随
伴
性
：
主
た
る
債
務
が
第
三
者

に
譲
渡
さ
れ
た
場
合
、
保
証
債
務
は

主
た
る
債
務
と
一
緒
に
第
三
者
に
移

る
と
い
う
性
質
で
す
。

③
補
充
性
：
保
証
の
債
務
は
、
主
た

る
債
務
者
が
履
行
し
な
い
と
き
に
初

め
て
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
二
次
的
な
責
任
で
あ
る
と
い
う
性

質
で
す
。
例
え
ば
主
た
る
債
務
者
が

破
産
し
た
場
合
は
、
弁
済
資
力
が
無

い
こ
と
が
明
白
で
あ
る
た
め
補
充
性

は
失
わ
れ
ま
す
。

ま
た
次
項
で
解
説
す
る
「
連
帯
保

証
契
約
」
は
、
補
充
性
が
特
約
に
よ

っ
て
排
除
さ
れ
た
保
証
契
約
で
す
。

３　
求
償
権

保
証
人
は
、
主
た
る
債
務
者
に
代

わ
っ
て
弁
済
等
を
し
た
場
合
、
主
た

る
債
務
者
に
対
し
自
ら
債
権
者
に
対

し
弁
済
し
た
金
額
の
支
払
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
請
求
権

を
「
求
償
権
」
と
呼
び
ま
す
。
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  まずはココからまずはココから！！   保証保証の
 種類 種類と役割役割を押さえよう
ここでは、金融機関で行われる保証契約について、経営
者保証も含め解説します。

保
証
徴
求
と
そ
の
目
的

1

保
証
が
持
つ
性
質

2
保証は、債務者が債務を履行しない場合に、保証
人が債務者に代わって履行することを約束する契
約。以下の３つに分けられる。
法人保証：企業等の法人が関連会社・取引先・個
人の債務保証を行う
個人保証：個人が個人の借入や企業の借入に対し
保証を行う
機関保証：信用保証協会などが保証を行う

保証契約ってどういうもの？

付従性
主たる債務が存在しない
場合には保証債務は成立
せず、弁済等により主た
る債務が消滅すれば保証
債務も当然に消滅する。

随伴性
主たる債務が第三者に譲
渡された場合、保証債務
は主たる債務と一緒に第
三者に移る。

補充性
保証の債務は、主たる債
務者が履行しないときに
初めて履行しなければな
らなくなる二次的な責任
である。

保証債務の３つの性質 保証債務には通常債務と異なる性
質が３つある。
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